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「
知
的
財
産
」を
使
っ
た　
　

　
　

「
攻
め
の
農
政
」が

　
　
　
　
　

  

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
知
的
財
産
」を
使
っ
た　
　

　
　

「
攻
め
の
農
政
」が

　
　
　
　
　

  

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
消
費
者
の
視
点
に
立
つ
こ
と
。

　
　

住
民
や
企
業
と
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
。

地
域
や
農
業
従
事
者
の
や
る
気
や
創
意
工
夫

を
後
押
し
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
国
際
的
視

点
を
踏
ま
え
た
農
政
を
展
開
す
る
こ
と
。

　

も
と
も
と
海
外
に
お
け
る
日
本
の
農
林
水

産
物
・
食
品
は
、「
高
品
質
」「
高
付
加
価
値
」

「
安
全
・
安
心
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

そ
の
技
術
力
・
開
発
力
に
つ
い
て
も
、
国
内

は
も
と
よ
り
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
な
「
日
本
食
ブ
ー
ム
」
の
今
、
積

　
　

極
的
に
輸
出
拡
大
を
行
う
こ
と
で
日
本

食
に
つ
い
て
の
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
が
確
立
し
、

広
く
海
外
へ
と
展
開
で
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
「
知

的
財
産
」
で
す
。
世
界
に
誇
れ
る
「
日
本
の

農
林
水
産
分
野
」
の
高
い
技
術
力
・
開
発
力

や
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
な

ど
を
「
知
的
財
産
」
と
し
て
保
護
し
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
農
政
は
、

今
ま
で
の
常
識
を
打
ち
破
る
こ
と
。

新
た
な
る
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
。

そ
の
観
点
か
ら
、
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、

「
攻
め
」の
発
想
と
積
極
的
な
取
り
組
み
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
政
策
か
ら
さ
ら
に
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
『
21
世
紀
・
新
農
政
』
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許
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農
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え
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権
利
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日
本
の
農
林
水
産
技
術
が
今
、

世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

　

例
え
ば
、
音
楽
や
絵
画
、
小
説
と
い
っ

た
、
作
家
や
芸
術
家
た
ち
に
よ
っ
て
作
ら

れ
る
も
の
。
あ
る
い
は
、
科
学
的
発
見
や

理
論
、
研
究
・
開
発
活
動
の
結
果
生
み

出
さ
れ
る
も
の
。
こ
う
し
た
、
人
間
の
創

造
的
活
動
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
は

す
べ
て
「
知
的
財
産
」
と
総
称
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
見

か
け
る
お
店
や
商
品
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
ブ
ラ

ン
ド
名
な
ど
も
ま
た
「
知
的
財
産
」
の
一

種
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
財
産
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

は
、
お
金
、
土
地
、
建
物
な
ど
の
目
に

見
え
る
も
の
。
自
分
の
も
の
だ
と
い
う
証

明
も
、
簡
単
に
で
き
ま
す
。
一
方
「
知
的

財
産
」
は
、
ア
イ
デ
ア
や
技
術
と
い
う
、

目
に
見
え
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
だ
か

ら
、
真
似
さ
れ
た
り
コ
ピ
ー
さ
れ
た
り
し

て
も
、
自
分
が
考
え
た
も
の
だ
と
証
明

す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
知
的
財
産
を
権
利
化
し
、

権
利
を
持
つ
人
に
独
占
権
を
付
与
す
る

制
度
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

発
明
は
「
特
許
権
」
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン

は
「
意
匠
権
」
と
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

「
商
標
権
」
と
し
て
、
音
楽
や
小
説
は
「
著

作
権
」
と
し
て
、
権
利
を
持
つ
人
が
自

由
に
そ
の
権
利
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。
し
か
も
、
類
似
品

や
盗
作
に
対
し
て
は
使
用
の
差
し
止
め
を

要
求
し
た
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
れ
は

「
人
類
の
財
産
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　

知
的
財
産
の
理
想
的
な
形
は
、「
創
造
」

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
知
的
財
産
を
権

利
化
し
て
「
保
護
」
し
、
そ
の
知
的
財

産
を
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
「
活
用
」

し
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
収
益
を
さ
ら
に

新
た
な
知
的
財
産
の
「
創
造
」
に
投
資

す
る
、
と
い
う
循
環
サ
イ
ク
ル
。「
創
造
」

「
保
護
」「
活
用
」
が
継
続
し
て
循
環
す

る
こ
と
に
よ
り
、
産
業
の
発
達
や
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

「
知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
」
が
、

 

産
業
・
文
化
を
活
性
化
。

形
が
な
く
、
目
に
見
え
な
い
「
知
的
財
産
」。

創造

保護 活用

さ
ま
ざ
ま
な
知
的
財
産
権

知
的
創
造
物
に
つ
い
て
の
権
利

営
業
標
識
に

つ
い
て
の
権
利

知
的
財
産
と
は

人
間
の
知
的
活
動
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
創
造
物
で
す
。
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知的創造サイクル

発明を保護

商標を保護

登記された商号を保護

出願から 20 年保護

出願から10 年保護

登録から20 年保護
※平成 19 年 4 月 1 日～

登録から10 年保護

登録から 10 年保護
（更新も可能）

 登録から 25 年保護
（樹木等の永年性植物は30年）

死後50年保護
（法人は公表後 50 年、

映画は公表後 70 年）

物品の形状などの考案を
保護

物品のデザインを保護

文芸・芸術・美術・音楽・
プログラム等の
精神的創作物を保護

・原産地などの虚偽表示
・商品形態のデッドコピー
・ドメインネームの不正取得など

半導体集積回路の回路
配置の利用を促進

植物の新品種を保護

ノウハウや顧客リストの
盗用など不正行為を禁止

特許権

権利（法律） 目的 特徴

実用新案権

意匠権

著作権

育成者権

営業秘密

商標権

商号

商品表示、形態等

回路配置利用権
（半導体集積回路の

回路配置に関する法律）

（不正競争防止法）

（種苗法）

（著作権法）

（意匠法）

（実用新案法）

（特許法）

（不正競争防止法）

（商標法）

（商法）



農
林
水
産
業
・
食
品
産
業
分
野
で
も
、

知
的
財
産
を
権
利
化
し
、
積
極
的
に
活
用
で
き
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

育
成
者
権

商
標
権

特
許
権

　

植
物
の
新
品
種
を
品
種
登
録
す
る
こ

と
で
、
そ
の
育
成
者
に
育
成
者
権
を
与

え
て
保
護
す
る
制
度
で
す
。
登
録
さ
れ

た
品
種
の
種
や
苗
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

種
や
苗
か
ら
で
き
た
収
穫
物
、
及
び
加

工
品
の
一
部
ま
で
が
「
育
成
者
権
」
に

よ
り
保
護
さ
れ
ま
す
。

　

年
々
増
加
す
る
海
賊
版
作
物
に
対

抗
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
品
種
保

護
G
メ
ン
」
を
は
じ
め
、
海
外
に
お
け

る
権
利
侵
害
に
対
す
る
支
援
も
強
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
登
録
品
種
表
示

マ
ー
ク
「
P
V
P
マ
ー
ク
」
の
普
及
活

動
な
ど
、
育
成
者
権
の
様
々
な
啓
発
活

動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
品
の
名
称
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
使
用
す
る
「
商
標
」

を
保
護
す
る
権
利
で
す
。
2
0
0
6

年
に
は
「
地
域
団
体
商
標
制
度
」
が

施
行
さ
れ
、「
地
域
名+

商
品
名
」
か

ら
な
る
商
標
を
保
護
・
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　

　

こ
う
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
に

よ
り
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
発
明
」
を
保
護
す
る
権
利
で
す
。

農
林
水
産
物
、
機
能
性
食
品
、
新
素

材
な
ど
の
生
産
・
製
造
方
法
を
独
占

的
に
利
用
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
最
先
端
の
ゲ
ノ
ム
解

析
や
D
N
A
研
究
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
関
連
技
術
も
対
象
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
特
許
出
願
が

見
込
ま
れ
、
特
許
権
を
活
用
し
て
の
実

用
化
、
商
品
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
農
林
水
産
業
の

未
来
を
支
え
る
大
事
な
権
利

安
心
・
信
頼
を

保
護
す
る
権
利

ひ
ら
め
き
と

努
力
に
応
え
る
権
利

い
く　

せ
い　

し
ゃ　

 

け
ん

し
ょ
う 

ひ
ょ
う 

け
ん

と
っ　

き
ょ　

 

け
ん

農
林
水
産
分
野
に
お
け
る

　

知
的
財
産
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日
本
の
新
品
種
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
農
林
水
産
業
の
大
切
な
財
産

農
林
水
産
分
野
の
知
的
財
産育

成
者
権

い
く　
　
　

せ
い　
　
　

 

し
ゃ　
　
　

 

け
ん

　

植
物
の
新
品
種
を
育
成
し
た
人
が
、

品
種
登
録
を
す
る
こ
と
に
よ
り
与
え
ら

れ
る
権
利
が
「
育
成
者
権
」
で
す
。
育
成

者
権
者
（
育
成
者
権
を
持
つ
人
）
は
、
登

録
し
た
品
種
の
種
苗
や
収
穫
物
（
例
え

ば
果
実
や
切
り
花
）
な
ど
を
独
占
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
産
や
販
売

を
行
っ
た
り
、
権
利
を
他
人
に
譲
渡
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
他
の
人
に
生
産

す
る
許
可
を
与
え
て
、
使
用
料
を
受
け

取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

日
本
で
の
登
録
出
願
件
数
は
年
々
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
世
界
で
毎
年
、
出

願
さ
れ
る
数
の
10
%
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
出
願
か
ら
登
録
ま
で
に
は
平
均
3

年
ほ
ど
の
期
間
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
期
間
を
短
く
す
る
た
め
の
努
力
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

品
種
の
登
録
に
は
、

① 

既
存
の
品
種
と
形
状
そ
の
他
で
明
確

　
　

な
違
い
が
あ
る
「
区
別
性
」。

② 

栽
培
し
た
種
苗
か
ら
す
べ
て
同
じ
も
の

　

  

が
で
き
る
「
均
一
性
」。

③ 

何
世
代
増
殖
を
繰
り
返
し
て
も
同
じ

　

  

も
の
が
で
き
る
「
安
定
性
」。

④ 

出
願
日
ま
で
の
１
年
（
外
国
で
は
4 

　

年
・
果
樹
等
は
6
年
）の
間
に
種
苗
や

　

  

作
物
を
譲
渡
し
て
い
な
い「
未
譲
渡
性
」。

⑤ 

品
種
の
名
称
が
既
存
の
も
の
と
ま
ぎ
ら

　

 

わ
し
い
も
の
で
な
い「
名
称
の
適
切
性
」。

5
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

新
品
種
は
、
農
林
水
産
省
へ
登
録
出
願

後
、
約
2
〜
3
年
の
審
査
を
経
た
後
に
登

録
さ
れ
、
育
成
者
権
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
登
録
出
願
も
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
2
0
0
5
年 

度
に
は
出
願
数

1
3
8
5
件
、
登
録
数
1
1
1
0
件
に

達
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
で
登
録
さ
れ
た
品
種
が

ア
ジ
ア
な
ど
の
国
で
無
断
で
栽
培
さ
れ
、

日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、

い
ん
げ
ん
豆
の
「
雪
手
亡
」
、
い
ぐ
さ
の

「
ひ
の
み
ど
り
」
な
ど
、
高
品
質
で
貴
重

な
日
本
の
品
種
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

長
い
時
間
と
努
力
と
莫
大
な
費
用
を
か

け
て
開
発
し
た
品
種
だ
け
に
、
決
し
て

許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
農
林
水
産
省
で
は
、
こ
う
し
た
侵

害
か
ら
育
成
者
権
を
守
る
た
め
、
数
々

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
「
品

種
保
護
G
メ
ン
」
「
相
談
窓
口
」
の
設

置
も
そ
の
一
つ
。
そ
の
ほ
か
、
農
林
水
産

省
種
苗
課
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
登

録
品
種
情
報
の
提
供
、
D
N
A
解
析

に
よ
る
品
種
識
別
技
術
の
開
発
支
援
、

さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
等
諸
外
国
へ
の
制
度
整

備
の
働
き
か
け
、
海
外
に
お
け
る
育
成

者
権
の
保
護
や
適
切
な
許
諾
締
結
支
援

な
ど
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

UPOV 条約
　育成者権の保護を世界的に決めた条約があります。それ
が「植物の新品種の保護に関する国際条約」、通称「UPOV

（ユポフ）条約」です。1961年にパリで採択され、1991年に
は、権利の強化を内容とする改正が行われています。
　その目的は、新しく育成された植物品種を各国が共通の
基本原則に従って保護することで、優れた品種の開発・流
通を促進し、各国農業の発展に寄与すること。日本は
1982 年に加盟、2007 年1月現在、63カ国が加盟しています。

育
成
者
だ
け
が
持
つ
権
利
。

登
録
に
必
要
な
条
件
と
は
？

高
品
質
な
日
本
の
品
種
を
守
る
た
め
に
。
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育成者権の活用事例

　

4
0
0
〜
6
0
0
g
と
い
う
通
常
の

倍
ほ
ど
も
あ
る
重
さ
の
大
玉
の
り
ん
ご
「
大

紅
栄
」
。
り
ん
ご
育
成
の
名
人
、
工
藤

清
一
さ
ん
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、
青
森
県

の
「
片
山
り
ん
ご
株
式
会
社
」
で
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肥
料
は
、
天
然
の
土
壌
改
良
剤
。
そ

し
て
、
太
陽
の
光
を
十
分
に
浴
び
せ
て
味

を
良
く
す
る
「
無
袋
栽
培
」
に
よ
り
、

安
全
性
と
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
り
ん
ご
作

り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培

か
ら
販
売
ま
で
を
す
べ
て
自
園
で
行
う
こ

と
で
、
品
質
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
、

青
森
の
新
品
種
。

育
成
者
権
の
円
滑
な

保
護
・
活
用
を
支
援
。

品
種
保
護
G
メ
ン
が
行
う
主
な
活
動
は
、

1
育
成
者
権
侵
害
対
策
の
た
め
の
相
談

　

 

や
助
言
。

2 

情
報
の
収
集
と
提
供
。

3
比
較
試
験
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
な
ど
に
よ

　

 

る
品
種
類
似
性
試
験
。

4 

侵
害
状
況
の
記
録
。

5
証
拠
品
保
管
の
た
め
の
種
苗
等
の
寄
託
。

以
上
の
5
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
権
利
者

等
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
行
動
し
ま
す
が
、

品
種
保
護
G
メ
ン
は
あ
く
ま
で
も
中
立
・

公
正
な
立
場
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
物
の
新
品
種
を
開
発
し
た
人
や
組
織

は
、
そ
れ
を
農
林
水
産
省
に
出
願
し
、
品

種
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
「
育
成
者
権
」
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
登
録
品
種
の
種
苗
は
、

他
人
が
無
断
で
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
実
際
に
は
、
品
種
の
権
利

に
対
し
て
の
認
識
や
意
識
が
ま
だ
十
分
に

世
の
中
に
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
、
新
品

種
を
無
断
で
増
殖
し
、
譲
渡
し
た
り
販
売

し
て
し
ま
う
な
ど
、
知
ら
ず
に
権
利
を
侵

害
し
て
し
ま
う
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
育
成
者
権
の
保
護
・
活
用

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、

農
林
水
産
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
種

苗
管
理
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
の
が
「
品

種
保
護
G
メ
ン
」
こ
と
品
種
保
護
対
策

役
で
す
。

中
立
・
公
正
な

G
メ
ン
活
動
。

中
国
で
も

人
気
の
大
紅
栄
。

育
成
者
権
の
正
し
い
知
識
を
伝
え
る
、

　
　
　
　
　
　
　

 

品
種
保
護
G
メ
ン
。

中
立
・
公
正
な
立
場
で
育
成
者
権
を
保
護
し
、
侵
害
対
策
を
担
う
、
心
強
い
専
門
家
が
い
ま
す
。

大きいサイズが好まれる中国で
人気を博している、
大玉のりんごです。

権利者が購入した侵害疑義物品を封印しているところ

青森発、
国際派のりんご

「大紅栄」。
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国により、人気のリンゴ
が違うことに注目。
各国での人気のリンゴを
研究し、育成を行ってい
ます。� 

育
成
者
権

　

1
9
9
9
年
よ
り
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
2
0
0
4
年

に
は
中
国
で
、
り
ん
ご
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。
7
c
m
ほ
ど
の
小
玉
に
人
気
が

あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
違
い
、
中
国
で
は
「
大

き
い
も
の
ほ
ど
売
れ
る
」
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
と
く
に
り
ん
ご
が
売
れ
る

の
が
春
節
（
旧
正
月
）
で
す
。
中
国
で

は
、
年
一
度
の
ボ
ー
ナ
ス
が
春
節
前
に
支

給
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
春
節
に

り
ん
ご
を
食
べ
る
と
そ
の
年
健
康
に
過
ご

せ
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
、1
個
約

2
7
0
0
円
と
高
価
な
大
紅
栄
も
完
売

し
て
し
ま
い
ま
す
。
大
玉
の
大
紅
栄
の
場

合
、
と
く
に
温
度
管
理
な
ど
輸
送
時
の

品
質
管
理
に
も
細
心
の
注
意
を
払
い
、
ク

レ
ー
ム
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
対
処
し
て

い
ま
す
。

片山りんご（株）
大紅栄

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ



地
域
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
、

世
界
ブ
ラ
ン
ド
へ
。

「
リ
ン
ド
ウ
生
産
日
本
一
」

の
名
誉
を
守
る
た
め
に
。

岩
手
県 

八
幡
平
市

リ
ン
ド
ウ

ニュージーランドの生産者との交流

ニュージーランドと共同で、日本でも栽培可能な
赤いリンドウの品種を開発中

ニュージーランドでも委託生産され、
国際ブランド化に向けた取組みが
展開されています。

　

ブ
ル
ー
や
ピ
ン
ク
な
ど
鮮
や
か
な
花
に
人

気
の
あ
る
「
リ
ン
ド
ウ
」。
そ
の
生
産
地
と

し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
岩
手
県
八
幡
平
市

安
代
地
区
で
す
。
1
9
7
2
年
か
ら
本

格
的
な
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
が
開
始
さ
れ
、

や
が
て
新
品
種
「
い
わ
て
」
が
誕
生
。

1
9
8
5
年
に
は
、
岩
手
県
の
リ
ン
ド
ウ

の
出
荷
数
量
が
長
野
県
を
抜
き
、
日
本
一

と
な
り
ま
し
た
。

　

八
幡
平
市
で
は
、
リ
ン
ド
ウ
の
新
品
種

の
利
用
は
市
内
の
生
産
者
に
制
限
し
て
い

ま
す
。
ま
た
日
本
に
お
け
る
販
売
権
（
独

占
利
用
権
）
を
「
有
限
責
任
中
間
法
人

安
代
リ
ン
ド
ウ
開
発
」
が
持
つ
こ
と
で
、

市
外
へ
の
品
種
流
出
を
防
ぎ
、
育
成
者
権

の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

リンドウの新品種の利用エリアを制限し、� 
日本における販売権（独占利用権）を持ち� 
育成者権の保護と活用を図っています。�また、
海外への輸出に伴う無断増殖等に対抗する
ため、国の補助金を活用し、DNA 分析技
術を開発しています。 
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リ
ン
ド
ウ
世
界
交
流
・
花
交
流
。

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ

育成者権の活用事例

は
ち
ま
ん
た
い

あ
し
ろ

　

安
代
リ
ン
ド
ウ
は
、
日
本
と
季
節
が
逆

に
な
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
委
託
生
産

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て
リ
ン
ド
ウ

が
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
向
け

の
「
赤
い
花
の
リ
ン
ド
ウ
」
な
ど
共
同
開

発
に
よ
る
新
品
種
を
育
成
す
る
な
ど
の
成

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

E
U
で
は
「
ラ
ブ
リ
ー
ア
シ
ロ
」
な
ど

数
種
類
の
リ
ン
ド
ウ
の
品
種
登
録
を
済
ま

せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
輸
出
、

そ
し
て
チ
リ
で
生
産
し
て
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸

出
を
目
指
す
な
ど
、
国
際
ブ
ラ
ン
ド
化
へ

の
取
組
み
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コラム

　濃いブルーの「安代の夏」と「安代の秋」は、お盆

と彼岸の主力品種。ピンクの花では「メルヘンアシロ」「ラ

ブリーアシロ」、白い花では「サマースノー」「オータムス

ノー」「クリスタルアシロ」、そのほか花の咲く時期により

「安代の初秋」「安代の星彩」「シャインブルーアシロ」

など数多くの品種があり、現在も次 と々新しい品種が誕

生しています。

安代リンドウのオリジナル品種



　

白
、
赤
、
オ
レ
ン
ジ
、
ブ
ル
ー
な
ど
の
豊

富
な
花
の
色
と
、
小
さ
な
蝶
の
よ
う
な
花

の
形
が
可
愛
ら
し
い
「
初
恋
草
」。
も
と

も
と
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
自
生
す
る
「
レ

シ
ュ
ノ
ル
テ
ィ
ア
」
を
品
種
改
良
し
た
も
の

で
、
福
岡
県
久
留
米
市
田
主
丸
町
の
4

人
の
園
芸
家
グ
ル
ー
プ
「
T.
I.
U.
」
が

名
付
け
、
生
産
し
て
い
ま
す
。
初
恋
草
の

商
品
化
に
成
功
し
た
の
が
1
9
9
6
年
。

他
に
は
な
い

”オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品

“の
開
発

を
目
指
し
、
1
9
9
8
年
「
T.
I.
U.
」

を
設
立
。
現
在
ま
で
に
登
録
・
出
願
さ
れ

た
品
種
は
55
品
種
、
生
産
品
種
は
35
品

種
43
ア
イ
テ
ム
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
生
産

量
は
年
間
５０
万
鉢
に
及
び
、
全
国
生
産

量
の
９
割
を
T.
I.
U.
が
占
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
在
来
種
の
ほ
か
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
か
ら
幅
広
く
植
物
素
材
を
収
集
し
て
い

ま
す
。
収
集
し
た
植
物
は
、
形
態
・
生
態

特
性
、
自
生
地
環
境
な
ど
を
詳
し
く
チ
ェッ

ク
し
、
新
し
い
商
品
と
し
て
の
可
能
性
を

判
定
し
、
具
体
的
な
商
品
開
発
に
向
け

た
研
究
開
発
が
始
ま
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
の
育
種
と
栽
培
試
験
、
生
産
ラ
イ

ン
作
り
や
省
力
化
の
た
め
の
機
械
開
発
な

ど
も
あ
わ
せ
て
進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
い

よ
い
よ
、
テ
ス
ト
販
売
に
向
け
て
販
売
戦

略
を
練
り
、
販
売
促
進
活
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
鉢
物
の
商
品
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
仲
間
達
と
生
産
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
産
地
と
の
競
合
を
避
け
、

安
定
し
た
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
、

日
本
育
ち
。

　

北
ア
ル
プ
ス
の
ふ
も
と
、
長
野
県
穂
高

町
で
完
全
自
動
化
に
よ
る
カ
ラ
ン
コ
エ
の

栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
は

「
ア
ル
プ
ガ
ー
デ
ン
」
の
小
林
功
さ
ん
。

1
9
6
0
年
代
終
わ
り
に
北
ア
メ
リ
カ

旅
行
の
際
、
偶
然
カ
ラ
ン
コ
エ
に
出
会
い
、

1
4
0
種
は
あ
る
と
言
わ
れ
る
そ
の
奥

深
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
小
林
さ
ん
は
、
よ
り

多
く
の
原
種
を
集
め
る
た
め
カ
ラ
ン
コ
エ

育
種
の
先
進
国
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
を

始
め
ま
す
。
や
が
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、

カ
ラ
ン
コ
エ
特
有
の
強
い
色
合
い
の
花
で
は

な
く
、
日
本
人
の
好
み
に
合
う
よ
う
な

中
間
色
の
花
。
今
で
は
「
ホ
ー
ホ
」「
メ

イ
テ
ン
ス
」
な
ど
の
新
品
種
を
次
々
に
登

録
出
願
し
て
い
ま
す
。

”日
本
仕
様  

の

カ
ラ
ン
コ
エ
を
目
指
し
て
。

　

高
い
生
産
効
率
と
品
質
の
均
一
化
を
実

現
し
た
、
こ
の
「
花
工
場
」。

　

最
大
の
特
徴
は
、
回
転
ベ
ン
チ
（
栽
培

棚
）
の
採
用
。
鉢
植
え
の
花
を
ベ
ン
チ
に

乗
せ
、
移
動
・
回
転
さ
せ
な
が
ら
栽
培
す

る
方
法
で
、
栽
培
面
積
の
省
ス
ペ
ー
ス
化

を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
給
水
や
殺
菌
・

殺
虫
剤
の
散
布
、
栄
養
補
給
な
ど
も
容

易
に
な
り
、
大
幅
な
省
力
化
に
も
成
功
。

さ
ら
に
地
下
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
内
に
導
き
入
れ
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

カ
ー
テ
ン
」
の
シ
ス
テ
ム
を
独
自
に
開
発

す
る
な
ど
、
温
度
管
理
も
徹
底
し
て
い

ま
す
。

　

小
林
さ
ん
率
い
る
「
ア
ル
プ
ガ
ー
デ
ン
」

は
、
花
が
「
工
場
」
で
作
ら
れ
る
時
代

を
予
見
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

農
業
の
未
来
を
予
見
さ
せ
る
「
花
工
場
」。

新
品
種
の

商
品
化
シ
ス
テ
ム
。

思いを一つにする
4 人の園芸家たちによる
品種育成の成功例

日本人の好みに合わせた
新品種が次々と生まれ、
大量生産されています。

省スペース・省力化に成功したアルプガーデンの「花工場」

野生の花から
55品種の初恋が
生まれました。

花
工
場
で
生
ま
れ
る

「
カ
ラ
ン
コ
エ
」。

ポ
イ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ

（
農
法
）ア
ル
プ
ガ
ー
デ
ン

 

カ
ラ
ン
コ
エ

T.I.U.
初恋草

原種「レシュノルティア」

“オンリ－ワン商品”開発を目指し、おしゃ

れな「初恋草」の品種を育成。そして 35

品種の「初恋草」を生産しています。

育種先進国オランダとの交流で多くの原種を

収集。日本人好みの新品種を次々に育成し、

品種登録。新品種はシステム化された「花工

場」で、均一に、効率的に生産されています。

ポ
イ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ

た
ぬ
し
ま
る

”
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商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
・
支
援
し
、
商
標
を
保
護
す
る
権
利
で
す
。

企
業
や
商
品
の
「
顔
」
と
な
る
、

　

商
標
と
は
「
文
字
」「
図
形
」「
記
号
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
マ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。

洋
服
や
家
電
製
品
、
お
店
な
ど
、
私
た
ち
が
毎
日
の
よ
う
に
利
用
す
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
メ
ー
カ
ー
名
や
ブ
ラ
ン
ド
名
、
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
商
標
」
と
総
称
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
一
度
、
商
品
を
購
入
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
大
変
よ
い
も
の

だ
っ
た
と
満
足
し
た
と
き
、
ま
た
、
次
の

機
会
に
も
、
同
じ
も
の
を
購
入
し
た
り
、

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
、
メ
ー
カ
ー
名

や
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど
の
「
商
標
」
が
、

次
の
購
入
の
と
き
の
目
印
に
な
り
ま
す
。

類
似
商
品
が
あ
っ
た
場
合
に
も
、「
商
標
」

を
目
印
に
し
て
間
違
え
る
こ
と
な
く
、

私
た
ち
が
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
商
品
へ
の
安
心
感
・

信
頼
感
が
高
ま
り
、
知
名
度
が
増
す
と
、

さ
ら
に
は
そ
の
商
品
を
作
っ
て
い
る
企
業

の
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
ま
す
。
今
度
は
、

こ
の
企
業
の
商
品
を
買
い
た
い
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
効
果
も
出
て
く
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
い
わ
ば
、「
商
標
」
は
企

業
や
商
品
の
顔
と
し
て
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

 

　

商
標
を
特
許
庁
に
登
録
す
る
と
「
商

標
権
」
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
商
標
権
者

つ
ま
り
商
標
権
を
持
つ
人
や
企
業
は
、

そ
の
商
標
の
独
占
権
を
持
つ
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
他
者
は
こ
れ

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
商
品
名
、
マ
ー
ク
な
ど

が
使
え
な
く
な
る
た
め
、
類
似
品
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
万
一
、

登
録
商
標
を
他
者
が
勝
手
に
使
っ
た
場

合
は
、
商
標
権
者
は
権
利
を
侵
害
さ
れ

た
も
の
と
し
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

商
標
権
の
有
効
期
間
は
登
録
日
か
ら

10
年
間
。
た
だ
し
、
申
請
す
る
こ
と
で

何
度
で
も
更
新
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

実
質
、
半
永
久
的
に
権
利
を
持
ち
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

ど
こ
で
も
目
に
す
る
「
商
標
」。

「
商
標
」
は
目
印
。

 

そ
の
安
心
感
・
信
頼
感
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

 

企
業
イ
メ
ー
ジ
も
向
上
。

権
利
は
半
永
久
的
。

商
標
権

し
ょ
う　
　

ひ
ょ
う　
　

  

け
ん

商
標
権

地域団体商標
　小田原蒲鉾、長崎カステラなど、「地域名＋商標名」の組合せによ

る商標について、これまで地域で知られるようになったものについては、

一企業でなく、その地域にある農協や業界団体などが、「地域団体商標」

として商標登録できるようになりました。

　わが国では、各地域において、特徴のある食べ物や工芸品など、素

晴らしい特産品を生み出しています。その名称に地域名が付されている

場合、消費者は、地域名を含めて、それらの名称をブランドとして認知

します。

　「地域団体商標登録」として登録することにより、他者が、そのブラ

ンドに便乗することを防げます。ブランドの独占的な利用は、その地域イ

メージの向上にもつながり、地域産業の活性化も促します。

1617

農
林
水
産
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商標権の活用事例
　

品
種
登
録
の
名
称
は
「
福
岡
S
6
号
」

で
し
た
が
、
広
く
愛
さ
れ
る
品
種
と
し

て
育
て
る
た
め
、
愛
称
を
一
般
か
ら
公
募
。

そ
の
結
果
、
「
あ
か
い
・
ま
る
い
・
お
お

き
い
・
う
ま
い
」
の
頭
文
字
を
並
べ
た
と

い
う
「
あ
ま
お
う
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
愛
称
は
、
販
売
を
担
当
す
る
「
J
A

全
農
ふ
く
れ
ん
」
が
2
0
0
2
年
に
商

標
登
録
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

真
っ
赤
な
色
と
ツ
ヤ
の
あ
る
輝
き
が
特

徴
の
い
ち
ご
「
あ
ま
お
う
」。「
あ
ま
お
う
」

は
商
標
登
録
し
て
い
ま
す
。
福
岡
県
農

業
総
合
試
験
場
で
育
成
さ
れ
た
新
品
種
で
、

当
時
、
県
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
「
と
よ
の

か
」
の
後
継
品
種
と
し
て
、
2
0
0
5
年

に
別
の
名
称
で
品
種
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
と
よ
の
か
」
は
か
つ
て
「
東
の
女
峰
、

西
の
と
よ
の
か
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
人
気

を
博
し
、
1
9
9
3
年
に
は
、
福
岡
県

が
い
ち
ご
生
産
額
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
は
生
産
農
家
の
減
少

と
と
も
に
栽
培
面
積
も
年
々
減
少
。
以

来
、「
と
よ
の
か
」
に
代
わ
る
福
岡
県
独

自
の
新
品
種
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
の
で

す
。

「
と
よ
の
か
」
か
ら
「
あ
ま
お
う
」
へ
。

名
称
は
一
般
公
募
で
決
定
。

　

大
き
さ
や
色
は
も
ち
ろ
ん
、
食
感
の

よ
さ
と
濃
厚
な
味
わ
い
に
よ
り
、「
あ
ま

お
う
」
は
す
ぐ
に
評
判
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
優
れ
た
品
質
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

生
産
者
と
県
は
一
体
と
な
っ
て
栽
培
方
法

の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
研
修
会
や

対
策
会
議
の
ほ
か
、
栽
培
の
手
引
き
、

栽
培
カ
レ
ン
ダ
ー
、
生
産
流
通
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

病
害
虫
防
除
の
手
引
き
な
ど
各
種
技
術

資
料
に
よ
る
指
導
や
情
報
提
供
が
徹
底

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡
県
は
農
産
物
の
育
成
者

権
の
保
護
・
侵
害
防
止
を
図
る
た
め
に
、

2
0
0
3
年
3
月
「
福
岡
県
農
産
物

知
的
財
産
戦
略
」
を
策
定
し
、
県
農

業
総
合
試
験
場
内
に
「
福
岡
県
農
産

物
知
的
財
産
権
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
違
法
栽
培
な
ど
の

権
利
侵
害
の
監
視
や
情
報
収
集
な
ど
を

行
う
た
め
、
全
国
に
呼
び
か
け
て
「
農

産
物
知
的
財
産
権
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

を
発
足
。
現
在
、
31
道
府
県
が
参
画
し
、

活
動
し
て
い
ま
す
。

品
質
の
維
持
と
品
種
の
保
護
。

中国でも品種登録へ
　2006 年 11 月、「あまおう」の中国での品
種登録出願が公表されました。今後、品種登
録されると、中国国内での種苗の生産販売に
は福岡県の許可が必要となり、無断で行われ
た場合は損害賠償の請求が可能になります。
アジアにおける育成者権とブランド保護の、さ
らなる強化につながるものと期待されています。

品種登録名は「福岡 S6 号」で
すが、販売普及にあたっては、
広く親しみがあり、おいしそうな
愛称として「あまおう」を公募で
採用し、商標登録をしています。� 

福
岡
生
ま
れ
の
い
ち
ご
の
新
品
種
が
、

世
代
交
代
を
経
て
、
世
界
に
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

 

あ 

か
い
・
ま
る
い

 
お
お
き
い
・
う
ま
い
、

「
あ
ま
お
う
」。

福
岡
県
農
業
総
合
試
験
場

あ
ま
お
う

ポ
イ
ン
ト
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オ
レ
ン
ジ
の
果
肉
が
鮮
や
か
な
「
夕
張

メ
ロ
ン
」。
北
海
道
夕
張
市
を
代
表
す
る

特
産
品
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
も
と
も
と
夕
張
市
は
炭
鉱
の
町

で
し
た
。
や
が
て
石
炭
産
業
の
停
滞
と
と

も
に
閉
山
が
相
次
ぎ
、
市
は
新
た
な
産

業
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
そ
の
一つ
が
、

メ
ロ
ン
栽
培
で
す
。
山
岳
に
囲
ま
れ
、
標

高
も
高
く
、
ま
た
朝
晩
の
寒
暖
の
差
が

大
き
い
こ
の
地
は
、
良
質
な
メ
ロ
ン
の
栽

培
に
適
し
て
い
た
の
で
す
。

　

1
9
6
0
年
に
は
「
夕
張
メ
ロ
ン
生
産

組
合
」
が
発
足
。
ス
パ
イ
シ
ー
種
と
ア
ー

ル
ス
種
を
交
配
し
た
新
品
種
「
夕
張
キ

ン
グ
」
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

炭
鉱
の
町
か
ら

メ
ロ
ン
の
町
へ
。

　

夕
張
メ
ロ
ン
が
全
国
に
広
が
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
東
京
へ
の
進
出
で
す
。

1
9
7
0
年
に
は
空
輸
を
使
っ
た
コ
ン
テ

ナ
で
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時

の
メ
ロ
ン
は
青
肉
が
一
般
的
で
、
夕
張
メ
ロ

ン
の
よ
う
な
赤
肉
は
珍
し
く
、
「
腐
っ
て

い
る
」
と
い
う
誤
解
に
よ
る
苦
情
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
百
貨
店

の
店
頭
で
食
べ
頃
の
時
期
や
品
質
の
確
か

さ
を
説
明
す
る
な
ど
、
対
面
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
き
め
細
か
な
対
応
が
、
夕

張
メ
ロ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
認
知
度
を
高
め

る
こ
と
に
も
な
り
、
そ
の
後
の
宅
配
便

の
登
場
で
全
国
へ
と
普
及
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

東
京
へ
、

そ
し
て
全
国
へ
。

　

夕
張
メ
ロ
ン
が
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

て
く
る
に
つ
れ
、
偽
装
シ
ー
ル
を
貼
っ
た

偽
物
の
夕
張
メ
ロ
ン
が
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
夕
張
市
農
協
は
大
き
な
損
失

を
被
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

マ
ー
ク
や
シ
ー
ル
、
名
称
を
商
標
登
録
。

夕
張
メ
ロ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

夕
張
メ
ロ
ン
組
合
で
は
、
一
代
雑
種
の

育
成
、
栽
培
基
準
や
出
荷
規
格
の
作
成
、

み
つ
ば
ち
に
よ
る
交
配
、
技
術
改
善
な
ど
、

徹
底
し
た
品
質
の
管
理
と
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
夕
張
市
農
協
で
も
「
夕
張

メ
ロ
ン
担
当
普
及
員
」
を
配
置
し
、
絶

え
ず
農
家
の
相
談
に
対
応
し
な
が
ら
栽

培
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
夕
張
の
財
産
」
を

守
り
、
育
て
る
た
め
に
。

地
域
が
一
丸
と
な
り
、

細
や
か
な
管
理
と

徹
底
し
た
保
護
対
策
で
、

全
国
区
ブ
ラ
ン
ド
を

守
っ
て
い
ま
す
。

特許庁長官表彰を受章
夕張メロン JA 夕張市 夕張メロン

夕張メロンの商標

「夕張メロン」が、ブラ
ンドとして高く認知さ
れているのも、徹底し
た品質管理が行われ、
商標権の管理体制がし
っかりしているからです。
�  

2021

商標権の活用事例

　2006 年、夕張メロンは「平成 18 年度特許庁
長官表彰」を受賞しました。
　「一元出荷全量共撰方式の確立、徹底した品
質管理で首都圏百貨店への販売展開などを行い、
高級メロンブランドを確立したこと」「規格外のメロ
ンは果肉・果汁を使用した加工品にすることで有
効活用し、ブランドをさらに浸透させることに成功し
ていること」「普通名称化しないための積極的な取
り組み、不正使用防止のために防護標章などを積
極的に取得し、ブランドの保護を徹底していること」。
以上が受賞のポイントで、商標を活用した優良企
業として表彰されました。

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ

コラム

「夕張メロン」は、
　1日にしてならず。



2
0
0
6
年
よ
り
「
地
域
団
体
商
標
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
場
産
業
や
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支
援
す
る
制
度
で
、

地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
団
体
商
標
は
「
地
域
名
＋
商
品
名
」

の
組
み
合
わ
せ
で
登
録
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
「
地
域
名
」
と
商
品
の

生
産
地
や
製
造
地
は
一
定
の
関
係
性
が
必

要
で
、
ま
た
登
録
し
よ
う
と
す
る
商
標
が

周
知
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
「
全
国
的
な
知
名
度
」
が

あ
れ
ば
「
地
域
名
＋
商
品
名
」
の
登
録
は

可
能
で
し
た
が
、
あ
の
夕
張
メ
ロ
ン
で
さ
え

も
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
か

な
り
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、
そ
の
間
は

登
録
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
容
易
に
商
標
登
録
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
す
。

　

今
や
全
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
名
高
い
、

大
分
県
佐
賀
関
地
域
の
「
関
あ
じ
・
関

さ
ば
」
。
漁
は
撒
き
餌
を
使
わ
ず
、
擬
似

餌
か
ゴ
カ
イ
を
餌
に
使
っ
た
「
一
本
釣
り
」。

そ
し
て
、
暴
れ
て
身
を
傷
め
な
い
よ
う
、

生
け
簀
で
泳
い
で
い
る
魚
を
見
て
値
段
を

決
め
る
「
面
買
い
」
の
方
式
を
取
り
入
れ

る
な
ど
品
質
を
保
つ
た
め
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

　

最
初
の
商
標
登
録
は
1
9
9
6
年
。
一

匹
ず
つ
、
尾
に
商
標
タ
グ
を
付
け
て
販
売

す
る
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
。
そ
れ
に

よ
り
浜
値
も
10
倍
以
上
に
値
上
が
り
し
、

高
級
魚
と
し
て
の
地
位
を
築
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
2
0
0
6
年
10
月
に
は
、「
関

あ
じ
」
「
関
さ
ば
」
と
し
て
、
地
域
団
体

商
標
登
録
さ
れ
て
、
よ
り
幅
広
い
保
護
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

待
望
の
、
地
域
団
体
商
標
制
度
。

　

商
品
が
広
く
認
知
さ
れ
て
く
る
と
、
そ

れ
に
便
乗
し
た
商
品
が
現
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
粗
悪
な
品
が
出
回
る
と
、
本
物

の
商
品
だ
け
で
な
く
そ
の
地
域
名
ま
で
も

が
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
な
り
、
大
き
な
損
失

を
被
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
域

団
体
商
標
制
度
に
基
づ
い
て
適
切
に
権
利

行
使
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
類
似
品
や
ニ

セ
モ
ノ
か
ら
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
、
商
品

の
価
値
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

商
標
の

「
タ
ダ
乗
り
」
を
防
止
。

　

地
域
団
体
商
標
の
登
録
は
「
地
域
ブ
ラ

ン
ド
」
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
名
称
を
付
け
た

商
品
に
よ
り
、
生
産
・
販
売
を
し
て
い
る

組
合
な
ど
の
団
体
が
活
性
化
さ
れ
、
そ
の

団
体
に
加
盟
し
て
い
る
業
者
や
業
界
も
活

性
化
さ
れ
、
ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ま
で
知
名
度
が
高
く
な
か
っ

た
地
域
で
も
、
全
国
的
に
認
知
度
や
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

「
お
ら
が
町
の
ブ
ラ
ン
ド
」

を
全
国
へ
。

産
業
発
展
の
カ
ギ
を
握
る
、
地
域
団
体
商
標
。

高
級
魚
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
関
あ
じ
・
関
さ
ば
」。

地
域
の
関
係
者
の
努
力
が
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
し
ま
す
。

大
分
県
、
佐
賀
関
地
域
、
漁
協
が
三
位
一
体
と
な
り
、

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

品
質
の
良
さ
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た
め
の

創
意
工
夫
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

関さば

関あじ
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つ
ら
が

商
標
権



産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
、
ヒ
ラ
メ
キ
と
努
力
に
応
え
る
権
利
で
す
。

発
明
を
守
り
、
育
て
る
、

と
っ　
　

   

き
ょ　
　

  

け
ん

　

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
技
術
、
い
わ
ゆ
る      

 

発
明 

が
登
録
さ
れ
る
と
「
特
許
」
と
な

り
、
そ
れ
を
保
護
す
る
た
め
の
「
特
許
権
」

が
生
ま
れ
ま
す
。
特
許
権
は
、
そ
の
発

明
を
公
開
す
る
代
わ
り
に
、一
定
の
期
間
、

発
明
者
に
独
占
権
を
与
え
る
も
の
で
す
。

特
許
権
を
持
つ
人
だ
け
が
、
そ
の
発
明
を

自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
他
者
に

よ
る
類
似
商
品
の
製
造
販
売
や
技
術
の

模
倣
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
、
同
じ
発
明
を
し
た
場
合
に
は
、

先
に
出
願
し
た
人
に
特
許
が
与
え
ら
れ

ま
す
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
技
術
は
、
い

ち
早
く
特
許
出
願
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。

　

特
許
の
取
得
は
、「
自
然
法
則
を

利
用
し
」「
技
術
的
思
想
で
」「
創

作
で
」
「
高
度
な
も
の
」
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

　

自
然
界
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る

法
則
を
利
用
し
た
も
の
で
、
過
去
に

同
じ
も
の
が
な
く
、
容
易
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
独
創
性
の
あ
る

も
の
だ
け
が
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

特
許
庁
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を

満
た
し
た
発
明
か
ど
う
か
を
審
査

し
て
「
特
許
」
と
し
て
登
録
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
の
保
護
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

特
許
が
登
録
を
さ
れ
る
と
、
他

者
は
無
断
で
同
じ
ア
イ
デ
ア
や
技
術

で
の
実
施
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
新
し
い
発
明
を
多
く
の
人

に
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
新
し
い
発
明
や
改
良
が
促
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
次
々
と
新
し
い

発
明
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

競
争
力
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、

技
術
の
進
歩
が
促
さ
れ
ま
す
。　

　

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
生
産
効

率
も
向
上
し
、
産
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
技
術
は
い
ち
早
く
特
許
出
願
。

新
し
い
も
の
だ
け
が
登
録
可
。技

術
の
革
新
が
目
的
。

特
許
権
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特
許
権

24

”

”

特許権を有効活用
　特許権を持つ人は、そのアイデアや技術を自由に使う

ことができます。その発明を自分で利用して製造・販売す

ることもできますが、そのためには設備や費用なども必要

になります。そこで、この特許権を他人に貸したり、部分

的に利用できる許可を与えて、特許使用料（ライセンス料）

を受け取ることもできます。

農
林
水
産
分
野
の
知
的
財
産



ゴマの
健康成分「セサミン」に
注目し、商品化。

　

サ
ン
ト
リ
ー
は
健
康
食
品
・
健
康

飲
料
の
分
野
で
も
事
業
展
開
を
し
て

お
り
、
独
自
素
材
の
開
発
に
よ
り
、

特
許
出
願
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
独
自
素
材
の
ひ
と
つ
が
、
ゴ
マ
の

健
康
成
分
「
セ
サ
ミ
ン
」。
大
学
な
ど

の
研
究
機
関
と
共
に
、
セ
サ
ミ
ン
の
研

究
を
早
く
か
ら
行
い
、
そ
の
成
果
を

学
会
な
ど
で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

基
本
的
な
特
許
を
お
さ
え
、

侵
害
品
を
排
除
。

独
自
素
材
の
開
発
に
よ
り
、

特
許
出
願
。

サントリー（株）

セサミン

　

セ
サ
ミ
ン
を
含
む
飲
料
や
食
品
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
特
許
を
お
さ
え
て
、

侵
害
品
の
排
除
に
も
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
メ
ー
カ
ー
の
類

似
品
を
発
見
し
た
と
き
に
は
、
中
味

分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
特
許
侵

害
に
あ
た
る
も
の
と
判
断
し
た
場
合

に
は
、
弁
護
士
等
を
通
じ
て
、
「
警

告
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、
製
造
販
売
行
為
の
即
時
停
止
、

在
庫
品
の
処
分
、
損
害
賠
償
の
支
払

い
要
求
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な
要

求
に
対
し
て
、
相
手
側
が
応
じ
な
い

と
き
に
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
提

訴
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
、
事

業
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研

究
開
発
部
門
と
知
的
財
産
部
門
が
連

携
し
て
、
将
来
の
商
品
展
開
を
見
据

え
た
知
的
財
産
戦
略
を
も
っ
て
、
研

究
開
発
か
ら
商
品
化
に
向
け
た
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ゴマの持つパワーに
いち早く着目し、
特許・商品化を実現。
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ゴマの健康成分に注目し、商品展開まで見
据えた基本的な特許を取得し、侵害品を排
除しています。

特許権の活用事例

ポ
イ
ン
ト

ス
タ
デ
ィ

　2003 年 6 月に農林水産大臣の

認定を受け、農林水産技術情報協

会の中に設立された「農林水産大

臣認定 TLO AFFTIS アイピー」。

　農林水産省所管独立行政法人研

究機関等の特許紹介、実施契約等

の締結、共同研究や研修の斡旋、

研究開発に対するニーズ調査のほか、

研究機関・研究者の紹介や各種コ

ンサルティング、特許情報や特許戦

略に関する講演会、シンポジウムの

開催などを主な活動としています。

※「AFFTIS」は社団法人 農林水

産技術情報協会、「アイピー」は知

的財産（Intellectual Property）を

あらわします。

特許コーディネーター集団 農林水産大臣認定 TLO

AFFTIS アイピー



　
「
不
二
製
油
」
と
い
う
食
品
素
材
メ
ー

カ
ー
が
あ
り
ま
す
。
油
脂
事
業
、
製
菓
・

製
パ
ン
素
材
事
業
、
大
豆
た
ん
白
事
業

と
３
つ
の
事
業
を
展
開
し
、
国
内
だ
け

で
な
く
世
界
7
カ
国
に
も
グ
ル
ー
プ
会
社

を
有
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
当
初
か
ら
着
目
し
て
い
る
大
豆

た
ん
白
事
業
で
は
、
大
豆
た
ん
白
を
作

る
際
に
出
て
く
る
「
お
か
ら
」
か
ら
、

新
し
い
食
品
素
材
「
大
豆
多
糖
類
」
を

工
業
的
に
抽
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

そ
の
製
造
法
を
特
許
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

「
大
豆
多
糖
類
」
は
酸
性
乳
飲
料
等

の
た
ん
白
質
成
分
の
沈
殿
を
防
い
だ
り
、

ご
は
ん
や
麺
の
く
っ
つ
き
・
硬
化
の
防
止

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
素
材
で
す
。
不

二
製
油
は
食
品
素
材
メ
ー
カ
ー
と
い
う
性

格
上
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
商
品
開
発
に
こ

う
し
た
技
術
・
素
材
を
提
供
す
る
、
と

い
う
形
で
事
業
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
浄
剤
、
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
剤
な
ど
へ
の
大
豆
多
糖
類
の
応

用
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
非

食
品
分
野
に
お
け
る
利
用
も
、
特
許
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
か
ら
を
有
効
利
用
。

　

農
作
物
の
生
育
促
進
剤
「
ア
ミ
ノ
ア
ッ

プ
」。
そ
の
歴
史
は
、
個
人
営
業
の
「
北

海
道
飼
料
研
究
所
」
の
創
始
者
だ
っ
た

小
砂
憲
一
さ
ん
が
、
家
畜
の
担
子
菌
体

飼
料
廃
液
に
よ
り
変
異
し
た
雑
草
を
発

見
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
研
究

の
結
果
、
飼
料
が
醗
酵
す
る
際
、
微
生

物
（
担
子
菌
）
の
働
き
に
よ
っ
て
「
サ
イ

ト
カ
イ
ニ
ン
」
と
い
う
植
物
生
長
ホ
ル
モ

ン
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
を
大

量
生
産
す
る
大
型
タ
ン
ク
培
養
シ
ス
テ
ム

を
独
自
に
開
発
し
、
「
ア
ミ
ノ
ア
ッ
プ
」

と
し
て
商
品
化
に
成
功
。　

　

1
9
8
4
年
、
商
品
名
に
ち
な
ん
で

「
株
式
会
社
ア
ミ
ノ
ア
ッ

プ
化
学
」
と
し
て
設
立

し
ま
し
た
。

「
ア
ミ
ノ
ア
ッ
プ
」
の

始
ま
り
は
偶
然
か
ら
。

　

ア
ミ
ノ
ア
ッ
プ
化
学
で
は
、
す
べ
て
の
製

品
に
つ
い
て
特
許
権
を
取
得
し
、
自
社
で

活
用
し
て
い
ま
す
。
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
非

公
開
で
、市
場
独
占
率
は
ほ
ぼ
1
0
0
%
。

製
品
の
多
く
は
併
せ
て
商
標
権
も
取
得
し
、

他
社
と
の
競
合
を
回
避
す
る
と
と
も
に

類
似
品
を
排
除
。
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

維
持
と
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
の
研
究
機
関
・
医
療

機
関
と
も
共
同
研
究
を
行
い
、
そ
の
成

果
は
学
会
や
学
術
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
諸
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
に

て
国
際
特
許
を
出
願
中
。
開
発
さ
れ
た

製
品
を
こ
れ
ら
の
国
々
に
輸
出
し
、
世

界
的
な
シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
特
許
を

自
社
で
活
用
。

食
品
メ
ー
カ
ー
の

商
品
開
発
を

支
え
る
技
術
。

　

現
在
、
大
豆
多
糖
類
の
素
材
メ
ー
カ
ー

は
不
二
製
油
１
社
の
み
で
す
。
こ
れ
は
特

許
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
、
用
途
面
で
の
自
社
特
許
も

多
く
、
競
合
会
社
の
参
入
を
抑
制
し
て

い
る
の
で
す
。

　

今
後
、
さ
ら
に
幅
広
い
特
許
網
を
築

く
た
め
に
、
自
社
開
発
の
み
で
な
く
、

他
社
と
の
共
同
開
発
も
進
め
て
い
ま
す
。

独
占
事
業
と
し
て
の

今
後
の
課
題
。

おからから生まれる
「大豆多糖類」の特許が
新たな商品開発に
つながっています。

「アミノアップ」の
独創的な研究・開発により、
世界のトップシェアを獲得しています。

偶然の発見から
生まれた
農作物の
生育促進剤。
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不
二
製
油
（
株
）

大
豆
多
糖
類
開
発
事
業

（株）アミノアップ化学
アミノアップ

お
か
ら
は
、

変
幻
自
在
の
価
値
を

生
み
出
し
ま
す
。

素材開発、生産システム、
商品化に至るまでの全
ての特許を自社で活用。
商標権も取得し、ブラ
ンドイメージの維持と管
理に努めています。

通常では廃棄していた素材「お
から」から、新食品素材を工
業的に抽出する技術開発に成
功し、その製造法を特許登録。
その後、関連する幅広い特許
網を構築しています。

ポ
イ
ン
ト
ス
タ
デ
ィ

ポイントスタディ

特許権の活用事例特許権の活用事例
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登
録
品
種
を
利
用
す
る
農
家
の
方
な
ど
が
知

ら
ず
に
育
成
者
権
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
種
苗
や
そ
の
包
装
に
登
録
品
種
で
あ
る

旨
の
表
示
の
努
力
義
務
化
を
行
い
、
種
苗
を
売

買
す
る
際
に
、
そ
の
種
苗
が
登
録
品
種
で
あ
る

か
ど
う
か
を
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る

国
と
し
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
登
録
品
種
で
な
い
も
の
に
紛
ら
わ
し
い
表

示
を
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
「
虚
偽
の
品
種
登

録
表
示
禁
止
」
も
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
現

在
、
関
係
の
法
律
の
改
正
に
向
け
た
作
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
2
0
0
7
年
3
月
現
在
）。

登
録
品
種
表
示
の
努
力
義
務
化
と
、

虚
偽
の
品
種
登
録
表
示
の
禁
止
。

　

わ
が
国
で
品
種
登
録
さ
れ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
切
り
花
を
中
国
な
ど
か
ら
わ
が
国
へ
輸

出
す
る
際
に
は
、「
輸
出
許
可
証
（
E
A
C
ス

テ
ッ
カ
ー
）」
を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
育

成
者
権
侵
害
切
り
花
の
輸
入
を
防
止
す
る
た
め

の
民
間
企
業
の
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
E
A
C
：E

xport A
pproval C

ertificate 

　

の
略

　

わ
が
国
の
種
苗
関
係
６
団
体
の
自
主
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
品
種
保
護
制
度
と
育
成
者
権

の
正
し
い
理
解
と
普
及
、
育
成
者
権
の
侵
害
を

未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
登
録
品
種
」

や
「
品
種
登
録
出
願
中
の
品
種
」
の
種
苗
な
ど

に
、
登
録
品
種
表
示
マ
ー
ク（
Ｐ
Ｖ
Ｐ
マ
ー
ク
）
を

広
く
表
示
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
P
V
P
：P

lant V
ariety P

rotection

（
植

物
品
種
保
護
）
の
略

「
輸
出
許
可
証

（
E
A
C
ス
テ
ッ
カ
ー
）」
を
添
付
し
て
、

育
成
者
権
侵
害
を
防
止
。

制
度
の
正
し
い
理
解
と
侵
害
防
止
に
、

Ｐ
Ｖ
Ｐ
マ
ー
ク
の
表
示
。

　

登
録
品
種
の
種
子
や
苗
を
購
入
し
て
栽
培

し
て
い
る
農
家
の
方
は
、
そ
の
収
穫
物
を
次
期

作
用
の
種
子
や
苗
と
し
て
自
分
の
畑
で
利
用

す
る
場
合 

（
※
）
を
除
い
て
は
、
採
種
し
た
種

子
や
苗
を
他
の
農
家
な
ど
に
渡
す
こ
と
は
、

有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
、
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
産
地
か
ら
の
見
学
者
、
研
修
に

来
た
留
学
生
な
ど
に
、
自
分
の
畑
に
あ
る
穂

木
や
採
種
し
た
種
子
を
渡
す
こ
と
も
、
違
反

と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
栄
養
繁
殖
植
物
の
う
ち
自
家
増
殖

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
植
物
、
契
約
で
自
家
増
殖
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
自
分
の
畑
で
次

期
作
用
に
利
用
す
る
場
合
で
も
、
違
反
に
な
り

ま
す
。

　
「
国
産
牛
」
は
、
牛
の
品
種
を
問
わ
ず
、

国
内
で
の
飼
育
期
間
が
最
も
長
い
牛
が

該
当
し
ま
す
。
一
方
、「
和
牛
」
は
、「
黒

毛
和
種
」、「
褐
色
和
種
」、「
日
本
短
角

種
」、「
無
角
和
種
」
及
び
こ
れ
ら
の
品

種
間
の
交
雑
種
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
農
林
水
産
省
で
は
、「
和
牛
の

遺
伝
資
源
は
、
関
係
者
の
長
年
の
育
種

改
良
の
努
力
に
よ
っ
て
優
れ
た
特
性
を
備

え
た
わ
が
国
の
財
産
」
と
い
う
認
識
の
も

と
、
和
牛
の
遺
伝
子
特
許
の
取
得
・
活

用
、
精
液
の
流
通
管
理
の
徹
底
な
ど
に

よ
り
、
和
牛
の
知
的
財
産
の
保
護
・
活

用
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

登
録
品
種
の
種
子
や

苗
の
利
用
に
は
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

「
和
牛
」も

重
要
な
知
的
財
産
。

3031

知
っ
て
ト
ク
す
る
、
た
め
に
な
る

知
的
財
産
ま
め
知
識
ペ
ー
ジ
で
す
。

お
し
ゃ
べ
り

ま
め
知
識
コ
ー
ナ
ー

登
録
品
種
表
示
普
及
へ
向
け
法
律
改
正
へ
。

マ
ー
ク
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の
活
用
。

知的財産ライブラリー　もっとくわしく知りたい方に

登
録
品
種
を
わ
か
り
や
す
く
表
示
す
る
取
り
組
み

取 材 ・ 協 力  （株）アミノアップ化学 /（農法）アルプガーデン /  岩手県八幡平市 / 大分県漁業協同組合 / 片山りんご（株）/

サントリー（株）/（独）種苗管理センター / 園田・小林特許事務所 /  Ｔ．Ｉ．Ｕ．/（社）農林水産技術情報協会 /

福岡県農業総合試験場 / 不二製油（株）/  夕張市農業協同組合

植
物
を
海
外
に

持
ち
出
す
と
き
の
注
意
点
。

▼ PVP マーク

▼ EAC ステッカー

　

登
録
品
種
の
種
子
や
枝
は
、
そ
の
植

物
を
対
象
と
し
た
品
種
保
護
制
度
の
な

い
国
に
持
ち
出
す
場
合
、
育
成
者
権
者

の
輸
出
許
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

2
0
0
7
年
1
月
現
在
、
す
べ
て
の

植
物
を
保
護
対
象
と
し
て
い
る
国
は
38

カ
国
。
ま
た
一
部
だ
け
を
保
護
対
象
と

し
て
い
る
国
は
25
カ
国
で
、
例
え
ば
中
国

で
は
小
豆
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
あ
じ
さ
い
な

ど
が
、
韓
国
で
は
い
ち
ご
、
み
か
ん
な
ど

が
保
護
対
象
外
。
こ
れ
ら
の
国
に
そ
の
種

子
や
枝
を
持
ち
出
す
際
は
、
育
成
者
権

者
の
輸
出
許
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

親
し
き
仲
に
も
大
切
な
ル
ー
ル

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

ち
ょ
っ
と
う
っ
か
り
に
要
注
意

●知的財産に関するホームページ
＜行政機関＞
農林水産省
http://www.maff.go.jp/

農林水産省品種登録ホームページ
http://www.hinsyu.maff.go.jp/

特許庁
http://www.jpo.go.jp/indexj.htm

内閣官房知的財産戦略推進事務局
http://www.ipr.go.jp/

＜関連団体等＞
社団法人　農林水産技術情報協会　AFFTISアイピー
http://www.afftis.or.jp/IP/index.html

独立行政法人　種苗管理センター　
http://www.ncss.go.jp/index.html

ＵＰＯＶ（植物新品種保護国際同盟）
http://www.upov.int/index.html

福岡県農産物知的財産権センター
http://farc.pref.fukuoka.jp/center/index.html

社団法人　農林水産先端技術産業振興センター（ＳＴＡＦＦ）
http://web.staff.or.jp/




